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１　はじめに

日本のシイノキ属には、スダジイとコジイおよび

スダジイの変種とされるオキナワジイの２種１変種

が分布しています。スダジイの堅果は大きく卵状長

楕円形で、葉の表皮組織は２層の細胞から成り、コ

ジイの堅果は小さく卵円形で、葉の表皮組織は１層

の細胞から成ること、オキナワジイの堅果はスダジ

イよりも幅広いことなどの違いから、これらを識別

することができます。しかしながら、中間的な形態

を示す個体（中間タイプ）も数多く観察されていて、

堅果の形態はコジイ型からスダジイ型へと連続的に

変異することや、同じ葉の中で表皮組織の層数が１

層部分と２層部分が混じり合っている個体も観察さ

れます。

スダジイとコジイは、その地理的な分布域が異な

り、スダジイは福島県および新潟県から鹿児島県ま

での太平洋側と日本海側の両方に分布するのに対

し、コジイは伊豆半島から鹿児島県までの主に太平

洋側に分布し、さらにオキナワジイは奄美大島以南

の南西諸島に分布しています。したがって、オキナ

ワジイをスダジイに含めて考えると、スダジイはコ

ジイに比べて分布域が広く、コジイの分布域はスダ

ジイの分布域の中に含まれ、かつ、両種が重複して

分布していることから、スダジイとコジイの中間タ

イプは両種の雑種と推定されてきています。

もし、本当に中間タイプがスダジイとコジイの交

雑に由来するのであれば、中間タイプはスダジイと

コジイが重複分布する限られた地域（交雑帯）だけ

に出現すると予想されます。本研究では、この交雑

帯を特定するため、日本のシイノキ属の全分布地域

から母樹毎に堅果を収集し、その堅果を発芽させて

得られた実生の葉の表皮組織を観察しました。

なお、野外で生育する個体を直接観察する場合、

発芽から観察するまでの生育期間中に枯死してしま

う個体を調査することはできませんが、母樹毎に堅

果を採取して管理下で育てた実生を観察することに

より、生育期間中に枯死してしまう影響を除くこと

ができます。

２　材料と方法

スダジイとコジイおよびオキナワジイの堅果は、

主に神社仏閣の社叢林の200林分443母樹から採取し

ました。採取した堅果は水に漬けて浮いた堅果を除

去したあと、２℃ で保存し、翌春、林木育種センター

の苗畑または温室に播種しました。

443母樹のそれぞれから育てた実生について、１ 

母樹あたり10～30個体の実生の葉の表皮組織の細胞

層数を顕微鏡で観察しました。各実生から健全葉１

枚を採取し、５mm程度の切片を葉の任意の位置から

３切片作成しました。上述のとおり、典型的なスダ

ジイとオキナワジイの葉の表皮組織の細胞層数は２

層で、コジイは１層ですが、同じ葉の中で表皮組織

の層数が１層部分と２層部分が混じり合っている中

間タイプも観察されますので、本研究では、播種し

て得られた実生個体を、葉の表皮組織の細胞層数の

状態に基づいて、以下のようにタイプ（表皮カテゴ

リー）分けしました。

c - タイプ ：葉の表皮組織の細胞層数が１層のみの

実生個体

ic - タイプ ：１層と２層が混成、ただし、１層の割

合が高い実生個体

ics - タイプ ：１層と２層が混成、ただし、両者の割

合は同じくらいの実生個体

is - タイプ ：１層と２層が混成、ただし、２層の割

合が高い実生個体

s - タイプ ：２層のみの実生個体

本研究では、表皮カテゴリーが ic -、ics -、is - タ

イプの葉をもつ実生個体を、スダジイとコジイの中

間タイプと定義しました。

３　結果と考察

 （1） 　母樹のタイプ分け

今回の研究では、443母樹から得た7,260個体の 

実生の葉の表皮組織を観察しました。その結果、約
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32％にあたる2,304個体の実生が中間タイプ（ ic -、

ics -、または is - タイプ）でした。443母樹がどのよ

うな表皮組織の実生（子ども）を産み出したのかに

より、母樹を６タイプに分類しました（図－１）。

タイプＡ：全ての実生の表皮カテゴリーは c - タイ

プで、コジイのみを産み出した母樹

タイプＢ：実生の表皮カテゴリーは c -、ic -、ics -、 

または is - タイプで、コジイと中間タイ

プを産み出した母樹

タイプＣ：実生の表皮カテゴリーは ic -、ics -、また

は is - タイプで、中間タイプのみを産み

出した母樹

タイプＤ：実生の表皮カテゴリーは c -、ic -、ics -、 

is -、または s- タイプで、コジイとスダジ 

イと中間タイプの全てを産み出した母樹

タイプＥ：実生の表皮カテゴリーは ic -、ics -、is -、

または s- タイプで、スダジイと中間タイ

プを産み出した母樹

タイプＦ：全ての実生の表皮カテゴリーは s - タイ

プで、スダジイのみを産み出した母樹

中間タイプの実生を産み出した母樹（タイプＢ～

Ｅ）は、443母樹中299母樹で、約67％の母樹が次世

代に中間タイプを産み出しました。また、約11％の

母樹が、スダジイ、コジイ、中間タイプの全てを産

み出しました（タイプＤ）。

 （2） 　地理的な出現地域

タイプＡ～Ｆまでの母樹のタイプの地理的な出現

地域を図－２に示します。コジイのみを産み出した

タイプＡ母樹（図－２上）は、伊豆半島から九州ま

での瀬戸内海地方を含む太平洋側に出現しました。

この分布域は、従来報告されているコジイの分布域

と一致しています。一方、スダジイのみを産み出し

たタイプＦ母樹（図－２上）は、関東地方、日本海

側、南西諸島に出現し、スダジイのみが分布する地

域と一致しました。

もし、中間タイプがスダジイとコジイの交雑に由

来するのであれば、中間タイプはスダジイとコジイ

が重複分布する地域、すなわち、タイプＡ母樹の分

布域のみに出現すると考えられます。しかしながら、

中間タイプを産み出したタイプＢ～Ｅ母樹（図－２

下）は、日本のシイノキ属の全分布域に出現し、ス

ダジイのみが分布する関東地方、日本海側、南西諸

島においても観察されました。

以上の結果は、葉の表皮組織における中間タイプ

は、必ずしもスダジイとコジイの交雑に由来するの

ではなく、スダジイまたはコジイの種内変異の可能

性があることや、最終氷期以降の分布域の変遷に伴 

う浸透性交雑の可能性もあることを示唆しています。

（この研究の詳細は Journal of Plant Research 

116：477-482に掲載されています。）

図－１　産み出した実生個体による母樹のタイプ分け

図－２　母樹のタイプ別の出現地域

コジイのみを産み出した母樹　 （タイプＡ●）
スダジイのみを産み出した母樹（タイプＦ●）

中間タイプを産み出した母樹
（タイプＢ●、タイプＣ●
　タイプＤ●、タイプＥ●）


